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筑波大学農林技術センター八ケ岳演習林の植物相補遺
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徹＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　筑波大学八ケ岳演習林のシダ植物以上の高等値物相については，（八ヶ岳・川上演習林植物目

録1）」（以下,「演習林目録」と呼ぶ）と，（筑波大学農林技術センターハケ岳演習林の植物相2）且以

下，「演習林植物相」と呼ぶ）の２つの報告がある。前者の「演習林目録」は，筑波大学の前身で

ある東京教育大学時代の報告であるうえに，証拠標本の所在が不明であり，かつ各植物が八ヶ岳，

川上のどちらの演習林に生育しているかが明記されていない。後者の「演習林植物相」は，それら

の不備を補い，八ケ岳演習林のより現状に近い植物相を記載するために作成された。

　著者らは，1990年春と夏にハケ岳演習林の植物相を調査し, 200点余りの植物標本を作成した。

その中には，上の２つの報告に確認されていない植物21種や，「演習林目録」に記載があるが「演

習林植物相」では確認されなかった植物10種が含まれていた。そこで今回は，それらの植物計31種

をまとめハケ岳演習林の植物相補遺として報告する。これで「演習林植物相」とあわせて, 304種

の高等植物の生育が確認されたことになる。

　調査の際お世話になった黒田吉雄助手をはじめとする演習林の方々，スゲ属等の標本の同定をし

ていただいた筑波大学生物科学系路川宗夫技官に謝意を表します。

　　　　　筑波大学農林技術センター八ケ岳演習林所産高等植物植物目録補遺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一凡　　例－

１．本目録は，1990年５月31日～６月１日，８月６～９日の調査により得られた標本に基づく。

２．本目録の村名の配列，和名，学名は（植物目録3）」を基に一部他4）～7）を参照した。村内の

　配列は，学名のアルファベッ白眼とした。また，必要に応じ和名の後にコタントを付けた。

３．植物の固定は，文献4）~田を参考にした。

４．種名の前の通し番号に［　］を付した種は，「演習林目録」に記載されていながら，「演習林植

　物相」で確認されなかった植物のうち，今回採集し，再確認できた植物である。

５．証拠標本は，堀内が管理するが，一部を筑波大学農林技術センターハケ岳演習林事務所内標本

　庫および筑波大学標本床に寄贈する予定である。

　＊筑波大学環境科学研究科　Master's Program in Environmental Sciences, University of Tsukuba
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　AI^GIOSPEBfVlAE　被子植物

DICOTYLEDONEAE　双子葉植物

　　CHOLIPETALAE　離弁花類
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Caryophyllaceae　ナデシコ科

　１　Ｃｅｒａｓt恒常holoｓtｅｏｉｄｅｓFriesvar.四部ｓtifoliｕｍ(Franch.) Mizushima　ミミナグサ

Ranunculaceae　キンポウゲ科

　２　Ｔｈａｌｉｃtｒｕｍ　ａｑｕileeifoliｕｍＬ，ｖａｒ。ｓihiｒicｕｍRegel et Ｔ111ng マンセンカラマツ

Rosaceae　バラ科

　3　ｙ1召万別θ肩αmppoが必zKoidｚ。ヒメキンミズヒキ

Euphorbiaceae　トウダイゲサ科

　４　Ｅｕphoｒbia　ｐｅｋｉｎｅｎｓiｓHara ｖａｌ≒　ｓiｗａｗｅｗｓiｓHara　シナノタイゲキ

Anacardiaceae　ウルシ科

　5　Rhｕｓ tｒｉｃｈｏｃａｒpaMiq.ヤマウルシ

Cucurbitaceae　ウリ科

　［6］Schiｚｏｐｅｐｏｎ　hｒｙｏｎｉａｅｆｏｌｉｕｓMaxim.ミヤマニガ｀ウリ

Araliaceae　ウコギ科

　7　Aｒａｌｉａｅｌａtａ(Miq.) Seeman ｖａr。誠心　タラノキ

　［８］Ａ.　ｅｌａtａ(Miq｡)Seeman ｖａｒ。ｓｕbineｒｍｈOhwi　ノダラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　SYMPETALAE　合弁花類

Primulaceae　サクラソウ科

　［９］ＬｙｓｉｍａｃｈｉａｉａｐｏｎｉｃａThunb. f。ｓｔtbｓｅｓ.ｓiliｓ(F.Makekawa) Murata　コナスビ

Rubiaceae　アカネ科

　10　Galiｕｍ　pｓｅｕｄｏ-ａｓｂｒellｕｍMakino　オオバノヤ､エムグラ
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　　　　　　　　　　筑波大学農林技術セソターハケ岳演習林の植物相補遺（堀内他）

Labiatae　シソ科

　１１　Ｃｌｉｎｏｈｏｄ恒常ｍｕltｉｃａｕle（Ｍａｘim.）Ｏ。KuntzeｖａｒバａtifoliｕｍHara　ヒロハヤマトウバナ

　［12］毎回pus uniflorus Michx. エゾシロネ

　13　S他面lutesceりiS Koidz。ｖａＴ。ｃｒＰＭｏtａ(Makino)Murata　ケナツノタムラソウ

　　　　　「演習林植物相」に記載されているナツノタムラソウはこのケナツノタムラソウと考えら

　　　れる。ナツノタムラソウ(var. in砂田edia Murata)は本州（近畿地方，東海道，神奈川県）

　　　の暖帯に分布する植物である。

　［14］ＳtａｃｈｖｓｒｉｅｄｅｒiChamissoｖａｒ八ｎtｅｒｍｅｄｉａ(Kudo)Kitam.イスゴマ

　［15］Ｓｃｕtellaｒia　ｄｅｂｅｎｄｅｎｓMaxim。ヒメナミキ

Scrophulariaceae　ゴマノハゲサ科

　1ら　Ｓｃｒｏｔhｕlaｒia　kakｕｄｅｎｓiｓFranch.オオヒナノウスッボ

Compositae　キク科

　17　AｒtｅｍｉｓｉａｊａｐｏｎｉｃａThunb.オトコョモギ

　18　y1. ｍｏｎtａｎａ(Nakai) Pamp。オオョモギ

　［19］Ｃａｒ-beｓiｕｍtｒiｓtｅMaxim。ミヤマヤブタバコ

　［20］Ciｒｓiitｍ　niｔｔｏｎｉｃｕｍ(Maxim.)Makino var.μ出昭政z加回心(Nakai) Kitam.ヤッガタケ

　　　アザミ

　2X Ligｗlaｒｉａｄｅｎtａtａ（Ａ。Gray)Hara　マルバダケブキ

　22　Saussureα肩司?四面四sis Kitam。キリガミネトウヒレン

MONOCOTYLEDONEAE　単子葉植物

Liliaceae　ユリ科

　23良師

Gramineae　イネ科

　24　Agros出島g四知Roth　コスカグサ

　［25］ＣａｌａｍａｓｒｏｓtiｓｈａｋｏｎｅｎｓiｓFranch. et Savat.ヒタノガリヤス

　26　M誹心痛ｅｒｓｉａ ｃ皿強面ｓtａtａ（Ohｗi）Ohｗi ｖａｔ.　ｎｉｐｐｏｎｉｃａOhwi　ミヤマネズミガヤ

Cyperaceae　カヤツリゲサ科

　27　Caｒｅｘ ｃａｐｉｌｌａｃｅａBoott　ハリガ｀ネスゲ

　28　C. indsαBoott　カワラスゲ
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29

30

C｡　ｏｘｙのｉｄｒａ(Franch。et Saｖａt.）Ｋｕdo　ヒノスゲ

Ｅｌｅｏｃｈａｒiｓ　ｗichｕｒａｅBocklr. f･ 加齢s血７ Hara　ミツカドシカクイ

Orchidaceae　ラン科

　［31］Ｔｕlotiｓ ｕｓｓｕｙ・ｉｅｎｓiｓ(Regel)Hara　トンボソウ
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